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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月25日(2013.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超解像イメージングレーダー（ＳＲＩＲ）であって、
　　無線周波（ＲＦ）エネルギーのＮの数のバーストを伝搬させ、各バーストはＭ＋１の
数の単一パルスを含み、各バーストの単一パルスのうちの一つは補助パルスであり、各バ
ーストの残りのＭの数のパルスは対象物体に向かって伝搬されるパルス信号発生器と、
　　物体からの反射パルスを回収するアレイバケット検出器（ＡＢＤ）と、
　　仮想レンズであって、補助パルスが通って伝搬される仮想レンズと、
　　仮想補助電場を検出する仮想走査検出器と、
　　補助パルス、仮想レンズの特性、及び仮想走査検出器の特性を使用して、仮想走査検
出器に存在するであろう仮想補助電場を計算するプロセッサと、
　　ＡＢＤによって回収された反射パルスの電場と、仮想補助電場のクロスタイム相関関
数を計算し、結果的に得られたクロスタイム相関関数を使用して物体の画像の画素を生成
する一致回路
　を含む超解像イメージングレーダー。
【請求項２】
　Ｍの数のパルスで連続的に物体を照射する、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項３】
　バーストのＮの数は物体の画像の粒度に反比例する、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項４】
　ＡＢＤが複数のＲＦアンテナ要素を含む、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項５】

　は、各バーストにおいて放出されたイメージング場の波動ベクトルの横成分を表し、
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　は仮想補助場の波動ベクトルの横成分を表すとして、条件

　が満たされなければならない、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項６】
　デジタル形式で記憶されたデータを使用してクロスタイム相関関数を計算する、請求項
５に記載のＳＲＩＲ。
【請求項７】
　クロスタイム相関関数が仮想走査検出器の位置における画像画素強度に関連するもので
ある、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項８】
　クロスタイム相関関数が下記数式：

　によって求められ、前記数式において

　は仮想走査検出器の位置であり、jは位置

　に対応するバースト指数であり、Ｅは電場であり、Ｅ＊は電場の複素共役であり、Ｔは
各バーストの到着時間である、請求項１に記載のＳＲＩＲ。
【請求項９】
　超解像画像を取得する方法であって、
　　パルス信号発生器と、アレイバケット検出器（ＡＢＤ）と、仮想レンズと、仮想走査
検出器と、プロセッサと、一致回路を含む超解像イメージングレーダー（ＳＲＩＲ）を供
給するステップと、
　　前記パルス信号発生器で無線周波（ＲＦ）エネルギーのＮの数のバーストを伝搬させ
るステップであって、各バーストはＭ＋１の数の単一パルスを含み、各バーストの単一パ
ルスのうちの一つは補助パルスであり、各バーストの残りのＭの数のパルスは対象物体に
向かって伝搬されるステップと、
　　ＡＢＤを用いて物体からの反射パルスを回収するステップと、
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　　仮想レンズを通して補助パルスを伝搬させるステップと、
　　仮想走査検出器を用いて仮想補助電場を検出するステップと、
　　プロセッサを用い、補助パルス、仮想レンズの特性、及び仮想走査検出器の特性を使
用することによって、仮想走査検出器に存在するであろう仮想補助電場を計算するステッ
プと、
　　一致回路を用いて、ＡＢＤによって回収された反射パルスの電場と、仮想走査検出器
の面において検出された仮想補助電場のクロスタイム相関関数を計算するステップと、
　　一致回路を用い、結果的に得られたクロスタイム相関関数を使用して物体の画像の画
素を生成するステップ
　を含む方法。
【請求項１０】
　Ｍの数のパルスで連続的に物体を照射する、請求項９に記載の超解像画像を取得する方
法。
【請求項１１】
　バーストのＮの数は物体の画像の粒度に反比例する、請求項９に記載の超解像画像を取
得する方法。
【請求項１２】
　ＡＢＤが複数のＲＦアンテナ要素を含む、請求項９に記載の超解像画像を取得する方法
。
【請求項１３】
　ＡＢＤによって回収される反射パルスの振幅はデジタル形式で記憶される、請求項９に
記載の超解像画像を取得する方法。
【請求項１４】
　クロスタイム相関関数がデジタル形式で記憶されたデータを使用して計算される、請求
項９に記載の超解像画像を取得する方法。
【請求項１５】
　クロスタイム相関関数は、仮想走査検出器の位置における画像画素強度に関するもので
ある、請求項９に記載の超解像画像を取得する方法。
【請求項１６】
　超解像イメージングレーダー（ＳＲＩＲ）であって、
　　無線周波（ＲＦ）エネルギーのＮの数のバーストを伝搬させるパルス信号生成手段で
あって、各バーストがＭ＋１の数の単一パルスを含み、各バーストの単一パルスのうちの
一つは補助パルスであり、各バーストの残りのＭの数のパルスは対象物体に向かって伝搬
されるパルス信号生成手段と、
　　物体からの反射パルスを回収するアレイバケット検出（ＡＢＤ）手段と、
　　補助パルスが通って伝搬される仮想レンズ手段と、
　　仮想補助電場を検出する仮想走査検出手段と、
　　補助パルス、仮想レンズ手段の特性、及び仮想走査検出手段の特性を使用して仮想走
査検出手段に存在するであろう仮想補助電場を計算するプロセッサ手段と、
　　ＡＢＤ手段によって回収された反射パルスの電場と、仮想補助電場のクロスタイム相
関関数を計算し、結果的に得られたクロスタイム相関関数を使用して物体の画像の画素を
生成する一致回路手段
　を含むＳＲＩＲ。
【請求項１７】
　超解像画像を取得する方法であって、
　　パルス信号発生器と、アレイバケット検出器（ＡＢＤ）と、レンズと、走査検出器と
、プロセッサと、一致回路を含む超解像イメージングレーダー（ＳＲＩＲ）を供給するス
テップと、
　　前記パルス信号発生器で無線周波（ＲＦ）エネルギーのＮの数のバーストを伝搬させ
るステップであって、各バーストはＭ＋１の数の単一パルスを含み、各バーストの単一パ
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ルスのうちの一つは補助パルスであり、各バーストの残りのＭの数のパルスは対象物体に
向かって伝搬されるステップと、
　　ＡＢＤを用いて物体からの反射パルスを回収するステップと、
　　レンズを通して補助パルスを伝搬させるステップと、
　　走査検出器を用いて補助電場を検出するステップと、
　　一致回路を用いて、ＡＢＤによって回収された反射パルスの電場と、走査検出器によ
って検出された補助電場のクロスタイム相関関数を計算するステップと、
　　一致回路を用い、結果的に得られたクロスタイム相関関数を使用して物体の画像の画
素を生成するステップ
　を含む方法。
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